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特性語及び形容詞チェックリスト……………田中潜次郎 2 (1) 275 
f息子と恋人Jについて
ーキリスト教的世界からの解放 ……豊国 孝 2 (43) 317 




Trait奇adjectivesand an Adjective Check-list 
Senjiro Tanaka 
An adjective check-list (ACL) as a simple technique for assessing personality was 
developed. ACL， the items of which contained 105 common trait.adjectives， was 
administered to 487 male college-students， and was analyzed by the m.戸thodof pattern 
classification. Four dimensions were extracted. The first and second dimensions were 
highly correlated respectively with "introversion-extroversion"ぼld"likableness" rating-
scales. The third seemed to indicate the dimension of "tension". The fourth was not 
interpreted 









認めうるほどに整備されたのは Hartshorneand May(l930) *からであるとい
われる。その後，種々の対象の様々の様態を表現できるという形容詞の性質
* Hartshorne， H.and May， M. A. 1930 Studies in the nature 01 Character .-II Studies in 
the organization 01 character. New York: MacMillan. -←-Gough and Heilbrunより'11












をもっ。 Goughand Heilbrunはこれに着目して 300語24尺度から成る ACL


















































































































④因子或いは次元 (factorsor dimensions) と特性との相異:最近の著書
(オルポー ト， 1968)では，以前には (Allportand Odbert， 1936)特性で一













































れる。すなわち， I神を恐れるが臆病で、はない (fearfulbut not cowardly) Jと





























































































* Baumgarten， F. 1933 Die Charaktereigenschaften. Beitrage zur Charakter-und 
Personlichkeitsjorschung， Vol.， B巴rn:A. Francke A. G. 
























の核クラスター (clustercores or nuclear clusters)を取出した。そしてこれ
を人格の基本的因子とみなしたのである。
* "The posi tion w巴shaladopt is a very direct one， v巴rgingon a pragmatic philosophy， 
and making only the one assumption that al aspects of human personality which are 
or have been of importance， int巴rest，or utility have already become recorded in the 
substance of language." (p.483) 
( 11) 
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リスト A: intelligent -skilful -industrious -warm -determined -practical 
cautious 









リスト A: obedient -weak -shallow -warm -unambitious -vain 




印象価もリスト Aとリスト Bとでは異なっていた。すなわち， リスト Aでの














































































































































































































































この点に着目するのが第二の方法である。 Parkerand Veldman ( 1969)は，




















































(田中， 1974， 1975)。以上の計 105語の特性語のリストが本稿の ACLであ
る。これは表Iに示すとおりである。
表1. A C L 
l 明石い 16 キザな 31 主厚tL 46 内向的 61 あきっ"い 76. ~i'l白 II'J 91 単純
2. .t¥地っぽり 17 概敏な 32 消極的 47 のんき 62 いじわる 77 程ヰF 92.I'1;t.こし、
3 陰気 18 気分屋 33.Jj、心な 48 恥ずかしがり 63 うそつき 78 ごうまん 93 てれや
4 内~\ 19 協同(1') 3j 世旦な 4ヲひかえ目 64 うるさし、 79. r~ .:i_-li'J 94 なまいき
5 おおちか 20 口べた 35 図キしい 50 ほ1うtら均、 65 おしゃべり 目前fかな 95 熱中する
6 肥病な 21 軽薄な 36 すなお 51 見当:っぱり 66 おっちょ乙ちょい 81 しつこい 96 のんびり
7. ?t¥りつlまい 22 忠実な 37.11任感が強い 52. 1m拭砲な 67 お人よし 82 社文的 97 はにかみ
8. Iる菖占のある 23 拡引な 38.ι(1'  53 明朗 6s おもしろい 83.ilXI 98. r."':('J 
9 おとなしい 24 行動的 四そそっかしい 54 罰敢な 69 活動的 84 付経質 9 ひっこみ思集
10 思いやりのある お両世 40 大胆な 55 陽気 70 頑固 85 親切 100 まじめ
11 但和 26ζl)性 41. )'1;'，.;1 56. lmx~ 71 宜大 86 心配位 101 無口
12 活発 27 根気強い 42. 57 楽天的 72. ';ifs小さい 87 ずるL、 102 面倒〈さがり
13.感情的 28 自己中心的 43 でしゃばり 58 利己的 73 きちょうめん 88 需主主 103 やさしし1
14 頭張り尾 29 白尊心の強い 44 努力家 59 冷静 74 きどる 89 せっかち 104 ユーモアのある










3) ACLの分析(田中， 1976) 
①項目出現率:各項目に大学生がどの程度チェックしたかを表わす項目出
現率の詳細は付表 lに示した。これによれば，出現率の高い項目は，
明るい (45%)，口べた (44%)，てれや (44%)，恥ずかしがり (39%)
内気 (38%)，おとなしい (37%)
などであった。一方，出現率の低い項目は，
いじわる(1 %)，ごうまん(1 %)，鈍重な(1 %)，キザな (1%)， 
















































1 2 3 4 5 。
ι 一好まし〈ない 静ましいーー ~ー・ 安子まし〈なし、 君子ましいーーー‘
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I 固有値: 0.520 I ~寸
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表2. A C Lと評尺度の相関(n=105語)
ACL 出 次 7じ
現
率 I I I W 
ホ好ましさ。 0.37 0.38 0.84 0.16 0.20 



































































表3. MP 1とACLの相関 (Nニ 253)
ACLI チ 次 7じ
二工
‘ソ I I I W 
ク い外向性グ)(、、好ましきっ (緊張度) (不明)MPI 数
E(外向性) 0.11 0.60 0.06 0.05 0.01 2N(神経症) 0.22 -0.22 -0.27 0.17 0.14 
L(虚偽) 0.09 0.03 0.24 0.08 0.04 








MPIを実地した。実施時期は昭和 51年6月と 9月であった。その結果 253名








期はMPIと同じである。その結果， 103名の資料を得た。なお， Y-Gには 12
尺度があるが，この各々について相関をもとめるのはやや煩雑になるように
思われるので，ここでは最終的な性格類型の判定に直接関連のある系統値
(E， C， A， B， D)をY-Gの下位得点とみなし，これらに対する ACL
(29) 
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表4. Y-GとACLの相関 (N=103) 
ACLI チ 次 7じ
コニ
、I I I I N 
ク い外向性つい好ましきっ (期披) (不明)Y-G 数
日(不安定消極) 0.31 0.44 0.13 0.08 0.18 
系 C(安定消極) 一0.09 0.15 0.17 0.16 0.25 
統 A(中 間) 一0.08 0.17 0.04 0.08 一0.19
値 B(不安定積極) 0.16 0.32 0.10 0.09 -0.04 











































































題とされているものであり，その代表的なものとしては， C. G. Jungの向性
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付表1. ACL項目の出現率，評定尺度値， AC L次元座標値。
出 評定尺度値 A C L次元値
項 目 %現
率、好ましいか れ外向的勿 I I W 
1)明るい 45 1.42 1.43 1.19 0.33 -0.86 -0.64 
2)意地っぱり 21 0.75 -0.26 0.39 -1.31 1.68 0.49 
3)陰気 5 一1.12 -1.88 -2.46 -1.57 -0.19 -0.02 
4)内気 38 0.46 -1.86 1.68 0.09 -0.20 -0.48 
5 )おおらか 23 1.35 0.98 1.07 0.58 -1.07 0.71 
6)臆病な 14 ← 0.80 -1. 70 -1.03 -1.72 -0.01 -1.19 
7)怒りっぽい 13 1.05 0.18 0.20 -1.49 1.80 -1.45 
8)落着きのある 16 1.16 0.16 -0.46 1.62 0.72 1. 31 
9)おとなしい 37 -0.10 -1.38 1.22 0.92 -0.32 0.67 
10)思いやりのある 35 1.42 0.33 0.37 0.64 0.17 -0.32 
11) i且和 35 1.20 0.11 0.08 0.77 -0.97 0.72 
12 )活発 16 1.16 1.60 2.36 0.30 -0.41 -1.99 
13)感情的 18 ← 0.41 0.56 0.22 -1.36 1.41 -1.22 
14)頑張り屋 21 1.39 0.21 0.03 1.57 2.15 0.08 
15 )気が長い 13 0.56 0.55 0.24 1.32 -0.50 3.39 
16 )キザな -0.97 0.54 0.56 -0.97 2.23 1.18 
17 )機敏な 9 1. 21 1.02 1.13 0.96 1. 58 -2.23 
18)気分屋 23 一1.15 0.02 0.35 -1.78 0.04 0.36 
19)協調的 28 1.04 0.87 0.76 0.49 -0.30 -0.09 
20) 口べた 44 0.60 -1.80 -1.10 0.15 -0.49 -0.27 
21)軽薄な 10 -1.27 -0.08 0.00 -2.06 -0.05 0.22 
22)堅実な 13 1.22 0.00 0.10 2.00 1.86 -0.08 
23)強引な 5 0.57 1.00 1. 55 -1. 43 2.65 2.38 
24)行動的 13 1.18 1.60 2.27 0.04 0.14 -1.27 
25)高慢 1.24 0.01 0.18 -2.38 2.21 1.98 
26)こり性 19 0.32 -0.04 0.35 -0.11 1.66 1.59 
27)根気強い 15 1.41 0.31 -0.01 2.14 2.35 0.81 
28) 自己中心的 12 1.25 -0.24 0.05 -2.25 2.32 1.32 
29) 自尊心の強い 23 0.52 0.43 0.36 -0.44 1.16 -0.07 
30) 自分勝手 7 1.22 0.15 0.20 -3.63 2.52 2.50 
31)重厚な 1.10 -0.33 0.23 1.97 -0.74 1.38 
32)消極的 25 -0.90 -1.89 2.21 -0.29 -0.81 -0.83 
33)小心な 11 -0.73 -1.51 1. 33 -0.92 -0.33 -0.78 
34)慎重な 27 1.00 -0.22 0.80 1.15 0.85 -0.28 
35)図々しい 6 1.17 0.72 1.19 -1.84 -0.18 0.36 
(36) 
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出 評定尺度値 A C L次元値
項 日 %現
率、、好ましい" れ外向的。 I II W 
36)すなお 29 1.32 0.53 0.31 0.55 -0.68 -0.29 
37)責任感が強い 33 1.27 0.45 0.22 0.63 0.49 -0.31 
38)積極的 10 0.98 1.60 2.10 0.64 1.45 -1.11 
39 )そそっかしい 33 -0.61 0.60 0.61 -0.81 -0.77 -0.33 
40)大胆な 3 0.03 1.25 2.24 0.52 0.70 0.28 
41)短気 16 -0.81 0.23 -0.15 -1.37 0.44 -1.39 
42)知的 6 1.31 -0.20 1.13 0.69 0.80 0.88 
43)でしやはり 3 -1.06 0.90 0.65 -2.57 0.96 -0.23 
44)努力家 20 1.30 0.03 -0.08 1.62 1.95 -0.04 
45)鈍重な 0.76 -0.69 一1.42 -0.45 -1.33 1.55 
46)内向的 30 -0.50 -2.08 -1.82 0.03 0.08 -0.46 
47)のんき 29 -0.11 -0.42 0.19 -0.16 -1.59 2.35 
48)恥ずかしがり 39 0.25 -1.25 -0.74 -0.15 -0.62 -0.92 
49 )ひカミえ目 18 0.41 -1.41 0.95 0.86 -0.90 -0.31 
50)はがらか 20 1.23 1.03 1.11 0.49 -0.98 -0.04 
51)見栄っf.fり 13 -1.05 0.81 0.29 -1.26 0.24 0.11 
52)無鉄砲な 4 0.66 0.53 1.25 -1.43 0.37 0.61 
53)明朗 19 1.40 1.45 1.49 0.41 -1.22 -0.57 
54)勇敢な 3 1.15 1.16 1.68 0.60 -0.05 -2.41 
55)陽気 27 1.34 1.62 1.30 0.09 -1.04 -0.66 
56)弱気 10 -0.79 -1.77 2.14 -1.43 -0.88 -0.45 
57)楽天的 32 0.85 1.43 1.04 -0.17 -1.23 1.37 
58)利己的 8 -1.05 -0.13 -0.48 -3.07 2.98 1. 92 
59)冷静 11 0.99 -0.08 -0.44 1.49 0.74 1.32 
60)わがまま 13 -1.20 -0.02 0.46 -1.71 0.89 -0.13 
61)あきっぽい 18 -1.09 0.06 -0.36 -1.69 -0.22 0.53 
62)いじわる l -1.26 -0.55 -0.53 -2.38 2.55 3.79 
63)うそつき 3 1.24 -0.70 -0.45 -2.61 0.54 0.85 
64) うるさい 3 -0.96 0.49 1. 78 ←1.91 -1.00 -2.18 
65)おしゃべり 6 -0.65 0.94 1.36 -2.12 -1.10 -0.67 
66)おっちょこちょい 29 -0.49 0.46 0.84 -0.80 -0.99 -0.45 
67)お人よし 28 0.25 -0.38 0.31 0.32 -0.83 0.30 
68)おもしろい 20 0.76 1.55 1.09 -0.20 -0.91 -0.46 
69)活動的 10 1.29 1.53 2.14 0.43 0.08 -2.35 
70)頑固 8 -0.59 -0.27 0.69 -0.16 1. 76 0.43 
(37) 
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出 評定尺度 f直 A C L次元値
項 目 %現
率、好ましい'! ¥'外向的か I II W 
71)寛大 14 1.32 1.03 0.60 0.84 -0.75 1.63 
72)気が小さい 24 0.81 -1.93 1.85 -0.51 -0.73 -1.79 
73)きちょうめん 24 1.15 -0.31 -0.38 1.19 2.02 0.04 
74)きどる 7 -1.02 0.60 0.17 -1. 58 0.96 0.51 
75)暗い 3 -1.01 -1.89 2.02 -1.99 -0.64 0.11 
76)計画的 19 1.20 0.37 0.16 1.25 1.17 -0.78 
77)軽率 1 -1.16 0.13 0.29 1ー.98 0.05 0.13 
78)ごうまん l -1.19 0.50 -1.01 -3.48 1.62 3.94 
79)自主的 14 1.16 1.43 1.47 0.40 1.33 -0.87 
80)静かな 14 0.17 -1.33 1.41 0.99 0.12 1. 76 
81)しつこい 7 -1.10 -0.63 0.35 -1.72 1.30 0.99 
82)社交的 9 0.64 1.54 2.25 0.16 ー0.46 -0.50 
83)正値 30 1.28 0.45 0.05 0.73 -0.01 0.15 
84)神経質 32 -0.85 -0.96 -0.52 -0.25 0.69 -0.29 
85)親切 26 1.37 0.47 0.38 0.64 0.15 0.01 
86)心配性 30 -0.37 1.07 -0.66 -0.12 -0.12 1ー.23
87)ずるい 5 -1.25 0.01 0.26 -1.31 2.84 0.48 
88)誠実 15 1.29 0.44 0.00 1.57 0.86 -0.62 
89 )せっかち 6 0.70 0.53 0.62 -0.76 0.30 1ー.22
90)だらしない) 12 1.22 -0.43 0.49 -1.41 -1.30 1.36 
91)単純 16 -0.24 0.29 0.10 -1.20 -0.74 -0.54 
92) i令たい 2 -1.16 -0.65 1.08 1ー.91 2.54 3.18 
93)てれや 44 0.08 -0.35 -0.47 0.18 -0.30 -0.56 
94)なまいき 3 -1.16 0.28 1.22 -2.99 2.07 -0.29 
95)熱中する 26 0.70 0.32 0.37 0.49 0.55 0.68 
96)のんびり 21 0.06 -0.33 0.35 0.34 -1.37 2.95 
97)はにかみ 14 一0.44 1ー.73 1.51 -0.05 -0.97 -0.71 
98)悲観的 6 0.96 -1.56 0.99 -1.60 0.42 -0.31 
99 )ひっこみ思案 21 -1.02 -1.93 -2.04 -0.41 -0.67 -0.55 
100)まじめ 32 1.20 -0.57 -0.44 0.94 0.38 -0.37 
101)無口 16 -0.66 -1.80 2.29 0.51 -0.20 0.11 
102)面倒くさがり 32 -1.06 -0.37 0.24 -0.91 -0.69 0.57 
103)やさしい 26 1.33 0.05 0.37 0.70 -0.04 -0.29 
104)ユーモアのある 30 1.12 1.40 1.00 0.12 -0.66 -0.22 





愛情 内気 41 外向的 2 気が短い 2 
あいまい うちこまない 開放的 3 気が弱い 19 
明るい 83 うちとけやすい カ斗fカぎある 聞き上手
あきっぽい 19 移り気 3 賢い ぎこちない
あきやすい 2 うるさし、 2 台、f二、、 キザ
あきらめが早い 運動好き 2 勝気 4 きさく 2 
あきらめやすい おおざっぱ カhっこわるい きちょうめん 14 
あきらめない おおまか 勝手な 2 きどる
あっきりした おおらか 7 活動的 20 機敏 2 
あほう 臆病 5 活発な 95 気分屋 14 
甘い 怒らない 活発でない 気前がいい
甘えや 怒りっぽい 7 我慢強い きまくれ 5 
甘えん坊 怒りやすい 我慢しすぎ きまじめ 3 
ありきたりな おごる 寡黙な きまま 4 
あわてもの おしゃべり 2 考えがち 気むずかしい 3 
あわてんぼ おせっかい 2 考えこみやすい 客観的
安易 オセンチ 考えすぎ 2 器用 3 
いいかげん おだやかな 4 考え深い 強固
意志が弱い 3 落着きのある 11 考えっぽい 協調的 9 
意志薄弱 落着きのない 9 簡潔な 協力的 2 
意識しすぎ おっちょこちょい12 頑固な 14 きれいずき 4 
一心不乱 お天気屋 2 感じやすい 気を使う 2 
意1也がない 2 おっとり 感受性大 気をまわす
意地っぱり 6 男らしい 2 感情的 5 勤勉 4 
意地悪 男らしくない 寛大な 3 空想的 2 
一本気 2 おとなしい 180 がんばりや 3 ぐずぐず
いやみ おとなしすぎる 完ぺき主義 くそまじめ
意欲的 大人に好かれる 寛容な 口うるさい
依頼心が強い 2 お人よし 13 気がいい 口が悪い
いらいらする 思いやりのある 6 気が多い 口数が少い 2 
陰うつな 思いやりのない 気がきかない 口べた 7 
陰気 7 おもしろい 5 気が小さい 20 くどい
陰倹 温厚 5 気が強い 2 くよくよしない 2 
うそがきらい 温和 14 気が長い 9 くよくょする 2 
うそつき 快J舌 4 気がはやい 暗い 2 
(39) 
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クール 根気がない 5 正直な 21 世話やき 2 
苦労性 3 +艮d性がある 2 常識的 繊細な 2 
計画的 8 細心な ノj、心、な 15 洗たく好き
軽率 7 さえない 情緒不安定 燥うつ的 2 
軽薄 2 さっぱりした 3 情緒のない 騒騒しい
決断力がある 寂しがり 4 情にもろい 想像性豊か
決断力不足 4 自意識過剰 情熱的 2 そこつな
潔白 自意識が強い 思慮深い 3 そそっかしい
謙虚 自!量的 神経過敏 率直な 4 
堅実 2 自己中心的 神経質 39 素ぽくな 2 
現実的 2 思索的 信じやすい 怠惰な
献身的 2 自主的 7 親切な 35 大胆な 2 
建設的 自信過剰l 慎重な 20 怠慢な 3 
健全な 自信がない 2 ，~、配性 5 妥協的 2 
謙そん 静かな 13 辛抱強さ 2 打算的 2 
倹約 自制心がある 3 スケベ 多弁な
好奇，心 3 自尊心が強い 13 すなお 32 ためらいがち 3 
公共心 親しみやすい 図太い 頼りがいのある
強情な 10 しっかりした スポーツ好き 2 頼りない
向上，~、 しつこい 2 ずぼらな 2 だらしない 10 
行動的 8 実行力がある ずるい 3 短気な 57 
ノ01下Lァd介、 3 実行力がない 鋭い 単純な 6 
合理的 2 実直な スロー j炎白な
こうるさい 指導性がない 誠意がある 2 力強い
高慢 自分に厳しい 正義感 2 着実な 2 
ごうまん 自分本位 i青j繋な 3 注意散漫 2 
心の広い 地味な 2 精力的 3 調子に乗る 3 
個性的 3 社交的 4 誠実な 10 調子に波がある
こだわらない 自由な 2 精神分裂 2 直観的
孤独な 2 従順な 3 責任感が強い 14 沈着な
子供っぽい 2 集中できない 赤面症 付合いがいい 2 
こり性 10 主体性がない せっかちな 5 ;令たい
こわカずり 受動的 積極的 15 強気な 3 
細やかな 純情な せわしい ていねいな






























































































































































































































On Sons and Lovers 
- The Release from the Christian World 
Takashi Toyokuni 
Abstract 
Studies and criticisms on D. H. Lawrence's autobiographical novel， Sons and Lovers， 
contain a wide variety of criticisms from Fr巴udiancriticisms on the Oedipus-complex 
theme of this novel to anti-Freudian criticisms， i. e. the vitalist-ethical approaches， and 
innovative studies of images and symbols such as Mark Spilka's studies concerned with 
r巴currentlmag巴sof flowers and Evelyn J. Hinz's article on Lawrenc巴'sclothes metaphor 
There are， however， few studi巴sconcerned with the religious allusions and images in this 
novel as Charles Rossman says in his study，“The Gospel According to D. H. Lawrence 
Religion in Sons a托dLovers." 
This p且peris， therefore， an attempt to analyze Sons and Lovers from the viewpoint 
of religious im認巴ryand symbolism， concluding that Lawrence describes the h巴ro's
release from the Christian， sacred world which the“Word" or the Spirit dominates， 






































1) ，生と死との二重のイメージをもっている時間であり， Mircea Eliadeのい
うように「聖なる時間Jでもある。
One essential difference between thes巴 twoqualities of time strikes us 
immediately : by its Veηηature sacred time is reversible in the sense that， properly 
speaking， itis a primordial mythical time made preseηt. Every r巴ligiousfestival， any 
li turgical time， repr巴S巴ntsthe reactualization of a sacred event that took place in a 
mythical past，“in the beginning." Religious participation in a festival implies 
emerging from ordinary temporal duration and reintegration of the mythical time 







And the Word is not spoken by the Father， who is Flesh， forever unquestioned 
and unanswer呂ble，but by the Son. Adam was the first Christ : not the W ord made 
Flesh， but the Flesh made W ord. Out of the Flesh cometh the W ord， and the W ord 
is finite， as a piece of carpentry， and hath an end. But the FI巴shis infinite and has 
no end. Out of the Flesh cometh the Word， which blossoms for a moment and is no 
more. Out of the Flesh hath come every Word， and in the Flesh lies巴veryW ord that 
will be uttered. The Father is the Flesh， the巴t巴rnaland unquestionable， th巴 law
giver but not he law : whereas the Son is the mouth. And each law is a fabric that 
must crumble away， and the Word is a graven image that is worn down， and for-





























内は“asymbol of rhythmic descent and ascent， like a sexual rhythm， orlike 
the rhythm of sleep and awaking or of death and life"(7)である。モレルをと















Paul loved to sleep with his mother. Sleep is stil most perfect， in spit巴 of
hygi巴nists，when it is shared with a beloved. The w呂rmth，the security and peace 
of soul， the utt巴rcomfort from the touch of仕1eother， knits the sleep， sothat it takes 
th巴bodyand soul completely in its healing. Paullay against her and slept， and got 
better : whilst she， always a bad sleeper， fel later on into a profound sleep that 
seemed to giv巴herfaith. (p. 67) 
これは上気嫌のモレルが子供たちを前にして，物を作ったり仕事をしたり
するとき，彼から発散する暖かな生命力と共通で、あると思われる。したがっ
て， Dorothy Van Ghentのように母の世界を父の“lifeprinciple"に対比され
た“deathprinciple"の世界と単純に図式化してしまうことには賛成できかね
る。
The symbolism of the pits is identical with that of Morel， the father， the irrational 
life principle that is unequally embattled against the death principl巴inthe moth巴r，









“It was something like your mother and father，" said Miriam 
“Yes ; but my mother， 1 believe， got real joy and satisfaction out of my father at 
first. 1 believe she had a passion for him ; that's why she stayed with him. After a!l，
th巴yw巴rebound to each other." 
“Yes." said Miriam. 
“That's what one must have， 1 think，" he continuedー“thereal， real flame of 
feeling through another person -once， only once， ifit only lasts three months. See， 
my moth巴rlooks as if she'd had everything that was necessary for her living and 
developing. There's not a tiny bit of feeling of sterility about her." 
“No." said Miriam. 
“And with my father， atfirst， I'm sure she had the real thing. She knows ; she 
has been there. You can feel it about her， and about him， and about hundreds of 
people you m巴etevery day ; and， once i t h旦shappened to you， you can go on wi th









Religious man thirsts for being. His terror of the chaos that surrounds his inhabited 
world corresponds to his terror of nothingness. The unknown space that extends 
beyond his world -an uncosmiciz巴dbecause unconsecrated space， a mere amor 
phous巴xt巴ntinto which no orientation has yet been projected， and hence in which 
no structure has yet arisen -for religious man， this profane space represents absolute 
nonbeing. If， by some evil chance， h巴 straysinto it， he feels emptied of his ontic 
substance， as if he were dissolving in Chaos， and he finally dies.ol) 
Religious man's profound nostalgia is to inhabit a “divine world，" is his desire that 
his house shall be like the house of the gods， as it was later represented in temples 
(48) 
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and sanctuaries. In short， this religious nostalgia expresses the desire to live in a 1うure








She became aware of something about her. With an effort she roused herself to 
see what it was that penetrated her consciousness. The tal white lilies were reeling 
in the moonlight， and the air was charged with their perfume， as with a presence. 
Mrs. Morel gasped slightly in fear. She touched the big， pallid flowers on their petals， 
then shivered. They seem巴dto be stretching in the moonlight. Sh巴puther hand into 
one white bin : the gold scarcely showed on her fingers by moonlight. She b巴ntdown 
to look at the binful of yellow pollen ; but it only appeared dusky. Then she drank a 











In general most of the ideas of cycle， dualism， polarity， opposition， conflict， but also 
(49) 
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of reconciliation of contraries， ofcoincidentia oppositorum， were either discovered or 
clarified by virtue of lunar symbolism. We may even sp巴akof a metaphysics of the 
moon， inthe s巴nseof a consistent system of“truths" relating to th巴mod巴ofbeing 
peculiar to living creatures， toeverything in the cosmos that shares in life， th呂t1S， m 
becoming， growth and waning， death and resurrection. For we must not forget that 
what the moon reveals to religious man is not only that d巴athis indissolubly linked 








“Ah !"she exclaimed“So she is !" 
He looked at his mother. Her blue eyes were watching th巴cathedralquietly. She 
. seemed again to be beyond him. Something in the eternal repose of the uplifted 
cathedral， blue and noble against the sky， was reflect巴din her， something of the 
fatality. What was， 日沼s.With al his young will he could not alter it. H巴 sawher 
face， the skin stil fresh and pink and downy， but crow's.feet near her eyes， her 
eyelids steady， sinking a li tle， her mouth always closed wi th disillusion ; and there 
was on her th巴sameetenallook， as if she knew fate at last. He beat against it with 





The Christian basilica and， later， the cathedral take over and continue al these 
symbolisms. On the one hand， the church is conceiv巴das imitating the Heavenly 
Jerusalem， even from patristic times ; on the other， italso reproduces Paradise or the 
(50) 
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celestial world. But the cosmological structur巴 ofthe sacred edifice stil persists in 













That evening he got al the morphia pils there were， and took them downstairs 
Carefully he crushed them to powder 
“What are you doing?" said Annie. 
“1 s'l put'em in her night milk." 
Then they both laughed together like two conspiring children. On top of al their 
horror flicked this litle sanity. 
Nurse did not come that night to settle Mrs. Morel down. Paul went up with the 









Then sometimes h巴hatedher， and pulled at her bondage. His life wanted to free 
itself of her. It was lik巴acircle where life turned back on itself， and got no farther 
She bore him， loved him， kept him， and his love turned back into her， sothat he 
could not b巴freeto go forward with his own life， really love another woman. At this 
period， unknowingly， he resist巴dhis mother's influence. He did not tel her things ; 




But， on a deep巴r!巴ve!，the killing and the desire to smother his mother have a 
significance which he is not aware of consciously. 1 think we must concur with 
Anthony West四 dGraham Hough that Paul's killing of his mother represents， 
symbolically， both a repudiation of what she stands for' and a decisive act of self 































And then the celandin巴5巴V巴rafter drew her wi th a litle spell. Anthropomor 
phic as she wぉ， she stimulated him into appreciating things thus， and then they 
li ved for her. She s巴emedto ne巴dthings kindling in her imagination or in her soul 
before sh巴feltshe had them. And she was cut off from ordinary life by her r巴ligious
intensity which made the world for her eith巴ra nunnery garden or a paradise， where 










て認めたくないのである。モレル夫人にとってミリアムは“oneof those who 
will want to suck a man's soul out til he has none of his own left" (p. 160) 
である。ポールに愛を抱いていることを意識したミリアムは次のように神に
祈る。
“But， Lord， ifit is Thy will that 1 should love him， make me love him-as Christ 
would， who died for the souls of men. Make me love him splendidly， because he is 
Thy son." 
She remained kn田 lingfor some time， qui te stil， and deeply moved， her black 
hair against the red squares and the lav巴nder.spriggedsquares of the patchwork 
quilt. Prayer was almost essential to her. Then she fel into that rapture of self. 
sacrifice， identifying herself with a God who was sacrificed， which gives to so many 











“Y ou're always begging things to love you，" he said，“お ifyou were a beggar for 
love. Even the flowers， you have to fawn on themー "
Rhythmically， Miriam was swaying and stroking the flower with her mouth， 











And there is the crux of the matter : the flowers hold life as Paul himself holds 
life : his contact with the“God-stuff" is spontaneous and direct-he is alive and 
organic， and the flowers are his to take. But negative， spiritual， sacrificial Miriam 
"wheedle (sJ the soul out of things" ; she ki1s life and has no right to it. What is 
wrong for her is actua11y right for him， since life kindles life and death ki1s it-
which is the essence of Laurentian communion.(20) 
And the key to a1 this revelation is how to pick flowers : Miriam， with false 
reverence Paul with lov巴 likea lover and Clara not at a11-but at least she 
r巴spectsth巴lifein them， and later， when she is fu11y “awakened" by Paul， she wi11 





We think that love and benevolence wi11 cure anything. Whereas love and benevo-
lence are our poison， poison to the giver， and sti1 more poison to the receiver. Poison 
only because there is practically no spontaneous love left in the world. It is a1 will， 
the fatallove-wi11 and insatiable morbid curiosity. The pure sympathetic mod巴 of







But Miriam knew that one should be religious in everything， have God， 
whatever God might be， present in everything. 
“1 don't believe God knows such a lot about Himself，" he cried “God doesn't 












Mrs. Dawes indifferently， asshe shook hands with him. Sh巴hadscornful grey eyes， 
a skin like white honey， and a ful mouth， with a slightly lifted upper lip that did not 
know wheth巴rit was raised in scorn of al men or out of eagerness to be kissed， but 
which believed the former. She carried her head back， as if she had drawn away in 
contempt， perhaps from men also. Sh巴worea large， dowdy hat of black beaver， and 
a sort of slightly affected simple dress that made her look rather sacklike. She was 







He saw none of the anomaly of his position. Miriam was his old friend， lov巴r，and 
she belonged to Bestwood and home and his youth. Clara was a newer friend， and 









All the while the p巴巴witsw巴rescreaming in the field. When he came to， he 
wondered what was near his eyes， curving and strong with life in the dark， and what 
voice it was speaking. Then he realised it was the grass， and the peewit was calling 
The warmth was Clara's breathing he呂ving.He lifted his head， and looked into her 
eyes. They were dark and shining and strange， life wild at the source staring intu his 
life， stranger to him， yet me巴tinghim ; and he put his face down on her throat， 
afraid. What was she ? A strong， strange， wild life， that bre且thedwith his in the 
darkness through this hour. It was al so much bigger than themselves that he was 
hushed. They had met， and included in their meeting the thrust of the manifold 
grass stems， the cry of the peewit， the wheel of the stars. (p. 353) 
それは感傷的，キリスト教的自己犠牲をしいる愛を拒否する“impersonal"な
愛，人間を越えた愛ともいえる。この「言葉」の支配するキリスト教的愛の










“Motherl" he whispered-“mother!" 
She was the only thing that held him up， himself， amid al this. And she was 
gon巴， intermingled herself. He wanted her to touch him， have him alongside with 
her. 
But no， he would not give in. Turning sharply， he walked towards the city's gold 
phosphorescence. His fists were shut， his mouth set fast. He would not take that 
direction， tothe darkness， tofollow her. H巴walkedtowards the faintly humming， 
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? 内 丘担-'D'. 
Shakespeare's Place-Names Commentary 
Kiγzg Richaγd the Secoγzd 
Yutaka Takeuchi 
Abstract 
This comment丘町 is designed to treat the names of places in Shakespeare's plays. 
Although the names of places are formally recorded in nearly ev巴ryedition. as words， 
they are summarily dismiss巴d-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are closely related with history of man 
This commentary is attempted in the b巴liefthat knowledge of names of places is an 
important step in understanding human works in ma口yfi巴lds-especiallyin literature. 
1 London し 1. ト書 SHE-11) 
2 Gaunt 1. 1. ト書 附図 2-1B 
これは次項 3のLancasterと同じくリチヤード二世の叔父ジョン










ジョンは権力を恋にしたエドワード三世(1312.11. 13-1377. 6. 21. 
r . 1327-77)の第四子2)である。彼は，リチヤード二世の父，つまりエドワー
ド三世の第一子にして黒太子BlackPrinceの有名な梓名で呼ばれたエド
ワード (1330.6. 15-1376. 6. 8)とは兄弟であった。ジョンはベルギー
のこの地ゴーントで生れたのでこの地名を個人名に冠してジョン・オブ・



















3 Lancaster 1. 1. 1 附図 1-2・3D
(62) 




















考えることをロンドンは明日考える」“WhatManchester thinks today， Lon-













のため人民の反発を買い，ロンドンのサボイ Savoy(附図 3-2 C)にあっ
た彼の豪館は 1381年6月タイラ-Wat Tyler3)が率いた農民一撲の連中に
同月 13日(木曜日)襲われ焼き打ちを受けた4)。
尚ジョンは英詩の父といわれるチョーサ-Geoffrey Chaucer (ca. 1340 
1400. 10. 25)のノぐトロンであった。
4 Hereford 1. 1. 3 SHE-1 
5 Norfolk 1. 1. 6 SHE-1 



















7 Gloucester 1. 1. 100 附図 1-5D
グロスターと読む。これもグロスター市のことでなくここでは州のこと。
Gloucesterとも Gloucestershireとも呼ぶ。Glosと略称する。イングランド南
西部の州で，A.EハウスマンがAShroρ'shire LadのXX 1 iブリードン山J































Jean d'Aire，そしてジャック・ド・ウ、イエッサン Jacquesde Wiessantとそ
の弟のピエール・ド・ヴ、イエッサン Pierrede Wiessant，それにジャン・





彫刻家ロダン FrancoisAuguste Rene Rodin (1840. 11. 12-1917. 11. 17) 
に依頼した。 1884年から 1888年にかけてブロンズ『カレーの市民jLes 























Tower Gardens (附図3-3 B)で， i群像Jは国会議事堂を背にしている。
尚，上野の国立西洋美術館にもこれと同じもの8)が所蔵されている。
































Godi va (Godgi fuとも記す， fl. 1040-1080) とはマーシア伯レオフリック
Leofric， Earl of Marcia ( ? -1057. 8. 31)の夫人の名である。レオフリッ
ク伯はラテン名では Leuricusといい，当時エドワード証信王に娘エディス































またすぐれた年代記作者でもあったウエンドーヴ、アのロチ、ャー Roger of 




liam Dugdale (1605~ 1686)の『ウォリツクシャーの故事来歴.1Antiquities 01 
Warwickshire ( 1656)にあり，これは更にウォリック出身の怒り屋のランド-
Walter Savage Landor (1775 ~ 1864)がイタリアのフイレンツェで書いた五
巻本の『架空の話.1!maginary Conversation (1824~29) の中に書いている。
また桂冠詩人テニスンが 1842年に「ゴ夕、イヴァJGodiva， A Tale 01 Coventry 
の詩を発表している。その他にも詩人・劇作家のドレエィトン Michael
Drayton (l563~ 1631)，ジャーナリスト・詩人・批評家・随筆家として一時















10 W oodstock 1. 1. 1 附図 1-5E
ここでいわれる Woodstock'sbloodというのはグロスター公 Dukeof Glou 
cesterのことで，公は元Thomasof W oodstockといし、'エドワード三世の第
六子で 1377年Earlof Buckinghamとなり， 1385年Dukeof Gloucesterと
なった。 1397年リチヤード二世によって 12項に述べるプレェイシ-Plashy 
で捕えられ，フランスのカレーに連れて行かれてそこで殺された。 9月8日







1173年へンリ一二世は王妃エレナ-Eleanor of Aqui taine (ca. 1123 









Hic jacet in tumba Rosa mundi， non rosa munda : 




エドワード一世の第二子Edmundof Woodstock( 1301← 1330.後の Earlof 
Kent)がこ冶で生れ，またエドワード三世の長子黒太子 Black Prince， 





































ウ、、アンブルー(ヴアンブラ)Sir John Vanbrugh (Vanburgh. 1664-1726. 
3. 26)であった。ヴアンブルーの生涯は曲折に富み， 1683年から 2年間フ














チャーチルSirWinston Leonard Spencer Churchillはこの公爵家の分家に






11 York 1. I. 62 SHE-1 



















ドン州 Countyof Greater Londonに入れられている。














































16 Northumberland I. 1.147 SHE-1 
(76) 
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ド・セアラムについて SHE~ 10 
18 Port le Blanc I. 1. 277 附図 2~2A




















20 Exeter II.I.281 附図 1-6C
イキ、リス南西部，デヴオンシャーの州都。ロンドンのウォータールー駅か











ンヂ公は 1688年 11月5日， 300隻近い大船隊を率いてオランダを出発し，デ
(78) 
「リチヤード二世J地誌考 353 
ウ守オンリー ト!のトー ・べイ TorBayという湾に到着し， 翌6日湾の南のブリ ック
スハム Brixhamに上陸し，エクセターに無血入城し，市の主教邸に司令部を
設け多くの貴族 ・ジェントルマンの支持を受けてロ ン ドンに向けて進箪し，
1689年4月11日英国王位に就いたのであった。オレンジ公の遠征軍の陣容














てられた。レオフリ ックは 1072年に亡くなったが彼がこ、に残した所謂 「エ
クセタ一本JCodex Exoniensお(The Exeter Book)はまことに貴重な文献で
ある。これは誰かが 950年から 1000年の間 (975年頃と推定される)に書き
写したものをレオフリ ックが 1060年頃この聖堂の教会堂に残したものが今
日保存されている。内容はoE (古代英語)の哀歌としての代表作品である
『さすらいの人jThe Wandererや 『海行くものjThe Seafarer等である。
21 Canterbury I. 1. 282 SHE-1 























25 W orcester I. 1. 58 附図 1-4D
ここではWorcestershireのことをいう。イングランド中部の州で irへン

































種痘法の発見者ジェンナ-Edward Jenner (1749. 5. 17-1823. 1. 26) 
の生地でもある。





























28 Catswold I. II. 9 附図 1-5D.E
これはグロスター州の東部を西南から東北にかけて連なる山地でコッ











29 Salisbury I. N. ト書 SHE-1 




で97km ( 1時間 45分。この線は普通列車のみ)，北東のエディンパラに鉄道

















31 Barkloughly II. I. 1 附図 1-4B
リチヤード二世がアイルランド遠征から帰国した上陸地点をホリンシェド
はBarclowlieと記録していて，シェイクスビアはこれに拠ったものである
が，他の年代記ではその地点をミルフォード Milford(附図 1-5 A)ある
いはペンブローク Pembroke(附図 1-5 B) としている。 Barclowlie
(Barkloughly)は多分今日のハーレック Harlechであると推測されている。こ
こはその城で有名で，城はエドワード一世がウェイルズ統合のためにウェイ
ルズに多くの城 Aberystwyth， Beaumaris， Builth Wells， Caenarvon， 
















ベンブローク伯ハーパート卿LordHerebrt， Earl of Pembrokeとその弟Sir
Richard Herbertの率いる白パラのヨーク軍を悩ました。城に龍もるウェイル
ズの忠節な猛将夕、フィッド-アブ・アイニオン Dafyddap Ieuan (Dafydd ab 
Einion)の守りは固かった。この時にダブイッドが作曲したといわれる「ハー
レックの男たちの行進JTheMarch of the Men of Harlechという曲は龍域軍
の士気を高めたといわれる。この曲は今日弘くイギリス人に親しまれている。
降服勧告に答えたダブイッドの昂然たる答は今日迄伝えられている有名なも
のである。一“Ihad once hold a castle in France so long against siege that 
al the old women in Wales talked of it， and now I will hold a castle in Wales 
until the old women of France talked of it !"城門での戦死者は 6，000人で
あった。寵城軍の勇敢さに感動したノ¥ーパート卿はエドワード四世にダ
ブイッド以下龍城軍の助命を約束させたという。























































35 Surrey N. 1. ト書 SHE-1 







るので、ゥーェネツィアは一名 Lacitta della lagunaともいわれる。人口約36.7





















37 Golgotha N_ 1 _ 144 5MB 
(88) 
「リチヤード二世」地誌考 363 
38 Troy V. 1. 11 SJC 






















ビー卿の生地である (SMB， P. 333)。
(89) 
364 竹内豊
41 Oxford V. I. 52 SHE -2 

























44 Bordeaux V _ N_ 33 SHE-1 



































ター Colchester(附図 1-5 G)で生れてそこで煉瓦工 (tiler)であったらしい。労働者条
例・人頭税・その他の経済的不満に抗議して 1381年6月10日(月)結集した反乱農民は











4 ) この館は元来は 1240年，へンリ一三世の王妃の叔父であって小シャル7ーニュ

















9 ) ロンドンの有名なコウーェント・ガーテーン CoventGard巴n(附図 3-2 C)の名は
「修道院の庭Jconvent gardenのつまって出来た名である(筆者 mOUDICCAJp. 345 
参看)。
10 ) W oodstockの名は 1000年頃アングロ・サクソン法典Anglo-SaxonLawsに
Wudustocと、 1123年には『アングロ・サクソン年代記』に Wudestokeと記録されていた。








12) 680-755。デボンシャーのカートン Kirton又は Creditonに生れ，元の名は
Winfrid又は Winfrithであった。 Bonifaceの名は彼の司祭としての精進献身に対して教
皇グレゴリオ二世によって与えられたと伝えられる。 716年二人の徒僧を従えて大陸に渡












知られる詩文書は有名でこれがBritishLibraryにコピーされ， 1842年 CodexExoniensis 
として出版され，更に 1933年別のものも附加された復製本が出版された。
14) ベネディクト修道士としてフランスで修業。 961年から 992年までウスター司教。
また 972年から 992年までヨークの司教も兼ねた。 992年2月29日没。
(93) 
368 竹内豊







18) ロンドンのストランド街に 1874年にロウ・コーツ Law Courts (正式名 Royal
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